
評価の見方 -1- 

 

１ 本年度の教育目標  
    

① 学校教育目標 

 

   よく学び，心豊かで，たくましい生徒の育成   

 

②具体的目標  ○よく学び，工夫する生徒   （知育） 

○心豊かで，助け合う生徒   （徳育）   

      ○健康で，たくましい生徒   （体育）   

      ○意欲を持ち，やりぬく生徒  （意欲)  

 

③学校経営方針 

（１）教育課程の工夫 

（PDCAサイクル，学校評価，学習指導要領，体験活動，小中連携） 

（２）教科指導の充実 

  （基礎基本の習得，わかる授業，学び合いの深化） 

（３）道徳教育の充実 

  （生き方教育，指導と評価，地域保護者連携） 

（４）生徒指導の充実 

  （生徒の居場所，教育相談，校内支援体制） 

（５）福祉教育の推進 

  （ボランティア活動，接続可能な開発） 

（６）地域連携の推進 

  （開かれた学校，地域との連携協力） 

（７）部活動の充実 

  （アクティブラーニングの活用，障害学習との連携，心と体） 

   

         

２ 自己評価結果から総合評価への総括     

          

○肯定評価は（A：そう思う Ｂ：ややそう思う）とする   

△否定評価は（Ｃ：ややそう思わない Ｄ：そう思わない）とする  

 

① 総合評価 A 『 十分達している 』 

肯定評価 A＋肯定評価 B＝80％以上 且つ肯定評価 A＝50％以上 

② 総合評価 B 『 概ね達している 』   

 肯定評価 A＋肯定評価 B＝80％以上   

③ 総合評価 C 『 やや不十分 』  

   肯定評価 A＋肯定評価 B＝60％以上 80％未満   

④ 総合評価 D 『 不十分（要改善） 』 

    肯定評価 A＋肯定評価 B＝60％未満  
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３ 評価の見方（総合評価の見方、得点の見方） 

 

（１）総合評価の見方 

 

   総合評価（A・Ｂ・Ｃ）については、「自己評価結果から総合評価への総

括」を参考にする。基本的には肯定的な評価（A：そう思う・Ｂ：ややそう

思う）の合計を基準にして、その割合で総括をしている。 

   しかしながら、否定的な評価（Ｃ：ややそう思わない・Ｄ：そう思わな

い）は割合に含まれないために、この数値に配慮しながら結果を考察しな

ければならない。 

 

（２）評価点の見方 

 

   参考資料として、『A：そう思う＝２点・Ｂ：ややそう思う＝１点・Ｃ：

ややそう思わない＝－１点・Ｄ：そう思わない＝―2点』として、その合

計を“評価点”としている。これは、上記総合評価では含まれなかった否

定的な評価をも含む点数であるため、全ての回答が点数に反映されており、 

  より詳細な全体傾向がわかるとともに、複数の評価対象の比較をすること

で、評価対象ごとの傾向もつかむことができる。 

   ２点に近いほど肯定率が高く、０点以下は否定率が高いこととなるが、

アンケートの回答は多くの“あいまいさ”を含んでいるため、数値にこだ

わることよりも、全体的な傾向を得るための参考として使用することが望

ましいと考える。 

 

４ その他 

 

（１）A・B・C・Dの４観点での評価 

  

 アンケートに対する回答としては様々な考え方や方法があるが、例えば５

観点にして、中間回答である「どちらとも思わない」を含めると，日本人の

場合にはその国民性によるものと思われるバイアスがかかり、中間回答が多

くなる傾向になる。 

一方，自分の意見をはっきりさせるという意味で４観点による回答は意味

のあることではあるが、設問内容をしっかり理解していないと答えられない

という欠点もある。 

特に保護者アンケートについては，学校の様子を見る機会や場が制限され

ているため「E わからない」という観点を設け，A・B・C・D・Eの 5観

点での評価とした。 


